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お気付きの点や質問、

疑問などありましたら、

ご遠慮なく営業または、

下記までお問合せくだ

さい。 

 

お問合せ 

メールアドレス 

sg-arai-yoshio 

@kamisugiura.co.jp 

特 集 

 

・ 封筒、特種東海製紙 

キャンペーン 

 

・ スキミング対策 

 

・ グリーン電力と   

カーボンオフセット 

 

・ 花粉症とローション

ティシュー 

 

・ 季節の話題 

 

・ 一日一話（PART７） 

 4 月になりました。 
毎年この時期になると、真新しいラ

ンドセルを背負った小学生を見かけ

ますね。1 年ちょっと前、群馬から始

まったいわゆる「伊達直人現象」、福

祉施設などにランドセル等を寄付す

るブームがあったのは記憶に新しい

かと思います。 
春以降は地震のせいもあり、全然そ

ういった話は聞かなくなりましたが、

今年も規模というか件数はグッと減

ったものの、「伊達直人」氏からの寄

付は各地であったようです。 
ブームと関係無くこういった行為

が行われたのは、とても嬉しいことだ

と、新 1 年生を見て思いました。 

            一日一話（ＰＡＲＴ７） 

              

         『人にして信なくんば、その可なるを知らざるなり』           

 
 今回で７回目となりました、中国古典の中にある一節です。 

 

  「信」の無い人間は、一人前の社会人として評価に値しない、という意味です。ち

なみに 「信」とは、嘘をつかない、約束したことは必ず守るということです。「信」を守

るためには、いうまでもなく、まず発言を慎重にすべきです。自分に出来ることか、出

来ないことか、よく考えてから返事をすることです。そして、言行一致させることです。

これを心掛けるだけでも、その人の評価は随分違ってくるでしょう。 

 私たちが失敗しがちなのは、安請け合いです。アルコールでも入ると、気持ちが大

きくなって、「はいはい、承知しました。何とかやってみましょう」などと調子のいい返

事をしてしまいます。請け合った手前、何とか約束を果たそうと、いろいろ動いたり他

人に頼んでみたりしても、そういうときに限ってうまくいかないことが多いものです。 

 そのあげくに、相手の信頼まで失ってしまいます。くれぐれも安請け合いだけは戒

めたいものです。弊社の行動基準の意義の中に、個々の社員も社会的に価値ある

（必要とされている）存在であり、一人ひとりがいつもその自覚をもって日々行動する

ように、そしてそのために我々は常に正直であらねばならない、とあります。 

 

    

さて今回の封筒・特種東海製紙キ

ャンペーンも、残すところ今月のみ

となりました。お蔭様で 2 月・3 月

と例年以上の反響、お引き合いを頂

いております。 
新年度のご挨拶、新商品のお知ら

せ、はたまた企業ＰＲなど、封筒・

特殊紙が活躍するシーンはまだま

だ沢山あると思われます。 
皆様には今年度最初のチャンス、

是非有効に活用して頂きたいと思

います。 
キャンペーンの内容その他詳し

いことは、弊社営業までお尋ね下さ

い。宜しくお願いいたします。 
（Ａ） 

そんなスキミングへの対抗策と

して、(株)キングコーポレーション

が提案するスキミング防止カード

「シールドミラー」があります。こ

のシールドミラーは、非接触型 IC
カードに書き込まれた個人情報を、

スキミングから守る効果がありま

す。        （裏へ続く） 
 

２年連続で出場する、松山英樹選手

（東北福祉大学の学生・20 歳）です。 
 初出場の前回は 27 位で、日本人初

となるベストアマに輝きました。今回

の目標は 16 位以内だそうです（16 位

以内に入ると、来年の出場権が与えら

れます）。 
 また、３月の米男子ツアーで、２年

半ぶりに復活優勝したタイガーウッ

ズも気になります。マスターズに限っ

ていうと、歴代の優勝回数が最も多い

のは、ジャックニクラウスの６回で、

タイガーウッズは歴代２位の４回。ま

た、最年少優勝はウッズの 21 歳３ケ

月で、最年長優勝はニクラウスの 46
歳２ケ月です。今年はどんなドラマが

展開されるかが楽しみです。 

 風も無く、穏やかな日には、ゆっ

くりゴルフにでも行きたいと思うよ

うな季節になりました。仕事でゴル

フ場にも伺いますが、平日にプレー

出来る方が羨ましく思います。 
 今年も４月５日～８日に、男子ゴ

ルフのメジャー第 1 戦、マスターズ・

トーナメントが、米ジョージア州の

オーガスタで開催されます。1934 年

にボビージョーンズらが創設したオ

ーガスタ・ナショナルゴルフクラブ

で、著名選手（マスター）を招待し

て開催される大会です。毎年４月に、

世界の一流選手が集結する、最も注

目されるゴルフイベントです。 
 日本からは、特別招待で石川遼選

手（20 歳）が出場しますが、私が注

目しているのは、アマチュアながら 

表題の「スキミング」という犯罪は、

1980 年代には既に起き始めていま

す。最初は飲食店などの会計時にお客

様から預かったクレジットカードを、

店側でこっそり読み取り機（スキマ

ー）で読み取っていました。 
近年は Suica や PASMO などの非

接触型 IC カードが出てきたことで、

より巧妙なスキミングが行われてし

まっています。機械に通さなくても読

み取らせることのできる非接触型 IC
カードは、バッグや財布の中からカー

ド取りだす必要がないという利便性

があります。 
 
ですがその利便性は、やはりスキミ

ングにも与えられてしまいます。満員

電車やエレベーターの中など、人が混

み合う場所でスキマーを近付けられ

るだけで、触られもせずデータを抜き

取られてしまう可能性があるのです。 

 

「スキミング」 

他人のキャッシュカードやクレ

ジットカードのデータを読み出し

て、コピーを作成し使用する犯罪行

為。 
データのみを盗まれ、カード自体

は手元に残っているため、被害者が

気付きにくい。身に覚えのない請求

額が送られてきて発覚する場合が

多い。 
 



 
 
 

 

  

 

 

 

 

 
 

           グリーン電力とカーボンオフセット（前編） 

 

 

 

 

 

 

 

使い方は、シールドミラーを非接触型 IC カ

ードに密着させた状態にしておくだけです。し

っかりと密着した状態であれば、シールドミラ

ーとくっついていない側（反対側）にも、スキ

ミング防止の効果が得られます。 
 
ただ注意点として、IC カードとシールドミラ

ーの間に隙間があったり、シールドミラーから

はみ出たりしてしまっていると、電磁波の回り

込みによって、スキミングを防げない可能性が

あります。また、電磁波の周波数によっては、

シールドミラーによる電磁波を遮断する割合が

違ってしまうため、スキミングを 100％遮断で

きるものではありません。 

 環境問題に関連して二酸化炭素（CO2）削減

が声高に叫ばれるようになって、もはや結構な

年数が経ちます。地球温暖化対策は世界共通の

課題であり、紙業界も無関係ではいられません。

小紙でも今号と次号で、グリーン電力とカーボ

ンオフセットの観点から、その取り組みについ

て見ていきたいと思います。 
 

 地球温暖化防止には様々な温室効果ガスであ

る CO2（世界の温室効果ガスの比率で約 60％）

をはじめ一酸化二窒素（N2O、約 20％）、メタ

ン（CH4、約 6％）、フロン類（約 14％）などの

削減が緊急の課題とされています。日本ではこ

の内 CO2 のみで排出量の 90％以上を占めるた

め、特に CO2 削減が目標となっています。 
  

産業革命以降、世界の温室効果ガスの排出量

は急上昇し、過去 100 年で世界平均気温は

0.74℃上昇しました。これが２℃を超えると、

飢餓・洪水・疫病発生の危険度が飛躍的に上が

るといわれています。現在の排出量は、地球全

体で吸収できる量を遥かに超えており、60～
70％の CO2 を削減しないと「排出＜吸収」とな

らない試算のようです。 
 しかし経済の発展に伴い、それに比例するよ

うに CO2 排出量と消費電力は増えるので、温室

効果ガスを発生させない（しにくい）グリーン

電力が近年注目を集めています。 

そして現在は様々なスキミング防止グッズも

出ていますが、手口の巧妙化、スキマーの技術

向上などもあり、いずれも完璧ではありません。 
しかし有効な手段の一つであることは間違いな

いでしょう。 
 
これらはスキミングなどという犯罪がなけれ

ば必要のない対策です。 
非常に悲しい話ではありますが、自分の身は

自分で守るという意味で、いま必要な対策なの

かもしれません。 
（Ｋ） 

 グリーン電力とは、風力・太陽光・地熱など、

従来の化石燃料や核物質に頼らない方法で得ら

れた電力のことです。群馬県内でも、吾妻郡で

地熱発電の計画がある、というかあったようで

すが、国内では地理的な要因もあってまだいず

れも小規模で、現状では代替エネルギーとして

はまだまだボリューム不足の感が否めません。 
 
また現在、世界では 2 億 3800 万 kWh の風力

発電が行われています。ここ 10 年で世界の風力

発電量は約 10 倍になりましたが、そのほとんど

がアメリカと中国で発電されています。この 2
国では、広大な砂漠に風車を沢山建てて発電し

ているのです。山地の多い日本の地形では、こ

ういったことは難しいでしょう。 
 
そして日本は火山が多いので地熱発電が向い

ているとは思われますが、こちらは基本的に山、

斜面に施設を建てざるを得ないので、必然的に

小規模になってしまいます。 
 
以上の点からも、日本はグリーン電力産業に

おいて、諸外国に後れをとっていると言えまし

ょう。 
次号ではその環境対応商品をご紹介したいと

思います。 
（Ａ） 

 


